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兵庫アルコール、薬物、ギャンブル
依存症リハビリテーションセンター  
 

 

阪神ダルク ニューズレター  

Vol.１１（２０２６年３月発行） 
  

阪神ダルクは依存症から回復を目
指す仲間たちが集う小さな希望の
灯です。「一隅を照らす」をモットー
に私たちのベストを尽くし未だ苦し
む依存症者の居場所創り、回復
支援を行っています。 

このニューズレターは兵庫県の「令和７年度 
依存症に関する自助グループ等活動支援
事業補助金」で作成しました。 
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皆さん、こんにちは。いつも阪神ダルクを支えていただき、本当にありがとうございます。

少しずつ暖かくなってきましたが、お変わりありませんか。 
 
今日は、私自身の最近の出来事を少しお話しさせてください。 

 実はこの度、精神保健福祉士の試験に合格することができました。正直、ほっとしてい

ます。現場での経験はもちろん大切ですが、改めて勉強したことで、仲間の苦しみやご家

族の不安に対して、もっと多角的で、裏付けのあるサポートができる自信がつきました。

資格を取ったからといって偉くなるわけではなく、これをどうやって現場の支援に活かしてい

くか、ここからが本当のスタートだと思っています。 
 

それと同時期に、保護司という役割もいただくことになりました。地域の中で、もう一度

やり直そうとしている人たちの隣に座り、一緒に歩んでいく。依存症という背景を持って社

会に戻っていく仲間たちが、二度と一人きりで孤立してしまわないよう、行政や地域との

「橋渡し」になれたらと考えています。 
 

そして最近の阪神ダルクといえば、何といっても「エイサー」の練習に熱が入っていま

す!後ほどご報告させていただきますが新年度からエイサー事業の助成金も決定し益々

邁進してまいります。沖縄の伝統芸能であるエイサーを通じて、仲間たちが一つのリズム

を刻み、汗を流す。その姿は、言葉以上に「回復」の力強さを物語っています。最近では

地域のイベントでの披露を目指して、日々の練習もますます活気づいています。太鼓の

音が響くたびに、バラバラだった心が一つにまとまっていく。この「つながり」こそが、私たちが

最も大切にしているものです。 
 

試験の結果も、新しい役割も、そしてエイサーの熱気も。すべては「仲間と一緒に生き

ていく」という一点に繋がっています。肩書きが増えても、私の居場所はやっぱり現場で

す。これからも仲間と一緒に汗をかき、笑い、時には悩みながら、一歩ずつ泥臭く進んで

いきたいと思います。 
 
これからも、阪神ダルクをどうぞよろしくお願いいたします。 

「新しい一歩と、エイサーの響き」 

社団法人かえでの会 阪神ダルク  

代表理事 濱津 太一 
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入所して 3 カ月が経とうとしています。施設に入って仲間にも恵まれ有意義に過ごしています。この 11 月下旬に
六甲山に登山をしに行きました体験入所の時から、趣味が登山な私が言い続けていたことが叶いました。言い出し
た私が、登山の企画をすることになり、登る山は六甲山と決めていたのですが、皆が楽しんでもらえるコースはどこだろ
うと悩みました。紅葉やある程度の達成感、登山時間もあまりかからない青谷道―上野道というコースを登ることに
決めました。 

登山当日、車で王子公園の近くまで行き出発です。天気も良く、気持ちいい風が吹いています。「気持ちイイ
～。」と思いながら仲間と登っていきます。薬物を勝手やっていた頃には考えられない光景、シチュエーションです。し
かし、気持ちいい登山の時間は始めで終わり。体重がある私は、坂が急になるにつれて、足が上がらなくなっていき
ました。言い出しっぺの私が一番しんどくなっていたのではないでしょうか。「休憩―!」と叫ぶ私。その都度、仲間を
呼び止めます。言い出しっぺの私が足を引っ張っていました。片道 2 時間の登山ですが、ヘトヘトになりました
（笑）。頂上に着くと日本を代表する絶景の景色とご褒美のソフトクリームを食べて仲間と分かち合い。次は、六
甲山の違うコースを計画たくらむ私。懲りない私についてきてください。 

「ヤマ、ノボル」 

          ニッシン 

お久しぶりです。薬物依存症のユジンです。阪神ダルクに入寮してから 10 月で 2 年を迎えることができました。いろ
んな仲間の支えがあっての 2 年だと思っています。本当に感謝しています。 

さて、シラフで生きるということは薬物依存者の私たちにとってはとても難しいことです。今までの人生の中で向き合
わなかったこと、逃げていたこと、様々なことを面と向かっていかなければならないからです。そうしなければ回復と成⾧
が手に入りません。この 2 年の間でたくさんのことと向き合ってきました。時には仲間とぶつかったり、口を利かなかったり
することもありました。私自身もたくさん悩み、苦しみ、そして泣きました。でもその痛みの経験が今の私を形成してくれ
ています。そんな経験ができるのも、そばに仲間がいるから、そしてシラフで生活しているからです。自分で言うのもなん
ですが、2 年前の自分と比べると芯みたいなものができたなと感じます。しかし、昔の自分に戻ろうと思えば簡単に戻る
ことが可能です。それが薬物依存症の怖さです。完治しないのです。覚醒剤のことは大嫌いになることはないし、全く
やりたくないわけではありません。今の自分には必要がないだけです。でも、昔の自分は覚醒剤をいつ使おうか、誰と
使おうか、いつ買いに行こうかと毎日のように考えて生きていました。今の自分はそれが無くなりました。 

今年の阪神ダルクはメンバーも増え、大変ですが、その分楽しみも倍増したような気がします。11 月の半ばに行っ
た淡路島のキャンプはとても有意義なものとなりました。キャンプ場が貸し切りで阪神ダルクのメンバーしかおらず、人目
を気にせず楽しむことができました。特に印象に残っているのが夜に見た星空です。淡路島ならではの絶景の星空でし
た。都会では見ることができない星の数でした。シラフで見る星空は何とも言えず、心が洗われるようでした。また来年
も仲間とシラフで楽しみたいです。 

シラフで生きていく中で、自分のやりたいことも見つかりました。着実にゆっくりと焦らずに自分の回復と成⾧を続けて
いきたいと思います。 

「シラフで生きる」 

            ユジン 
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アディクトのじゅんぺいです。11 月に今年 2 回目のキャンプがあり淡路島へ行ってきま
した。学生時代には毎日のように見ていた明石海峡大橋ですが、私が最後に薬物を使
っていたのもこの近くでした。実はあまり良い思い出の無い土地です(笑)ダルクに入ってか
ら何度も橋を渡ったり見たりするのですがまだまだ慣れませんね。なので仲間たちと絶賛
思い出の上書き保存中です。 

 

 思えば、小さいころから人の輪の中にいるのが苦手でましてや一緒に何かするなんても
ってのほかでした。常に周囲の顔色や雰囲気を伺い、自分を消して生きてきてそうするこ
とでしか自分を保てなかったように感じています。自分がどういう人間か分からず、何を食
べたいかどこに行きたいかどんな服を着たいのかすら決めることができませんでした。薬物
を使えば使うほどなりたくない自分になっていきました。薬が止まってからもそうでした。挨
拶しない、拗ねる、ありがとうが言えない、謝れない、頼れない、助けてと言えない、ウソ
をつく、強情な自我、幼稚で未熟な自分を受け入れることができませんでした。自分は
もっと大人なはずなのに、自分はもっとできる人のはずなのに、本当は困っている人を助
けたいのに…。どうにもならない生き方をしている自分を認め受け入れていくことに時間
と、そして 12 ステップが必要でした。また、周りにはそんな自分をいつでも受け入れてくれ
る仲間たちがいました。一人では回復できないけれど薬を止めれないけれど、仲間たちと
一緒ならこんな自分でもなんとかなるんじゃないかな、と。もう少し自分を信じてあげても
いいのかな、と。 

 

 さて、キャンプに話しを戻しますが、時季外れということもあったのか貸し切り状態でし
た。キャンプ場が山奥にあり、夜にライトを消して空を見上げてみる満天の星空でした!
星や星座を見るのが大好きな私には最高のギフトでした。それに仲間たちと一緒に思い
出を作ることができて感謝しています。流れ星も見ました。子どものころに親と○○座流
星群を見て以来だと思います。もちろん願い事もしました。内容は…ここでは書けません
が(笑) 

 

 キャンプもそうですが気付けば仲間たちと一緒に過ごしていくことや何かすることが苦に
ならず当たり前になりました。やはり依存症からの回復に大切なことは“つながり”だと実
感しています。私自身そうしてもらったように、いまだ苦しんでいる仲間の何か力になれた
ら、と思います。 

「僕が一番欲しかったもの～」 
 
               じゅんぺい 
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阪神ダルクの仲間 ～今年の抱負～  

クリーンを続けつつ、
体重を 90 ㎏維持
し、ナイスバディーを
手に入れる 

ゆうたろう 

 

今年一年クリーンでいられます
ように。すぐに行動に動けるよう
に心がける。 

トシ 

毎日を大切
に、経験・時
間・人に投資
し、プログラム
に取り組む 

ニッシン 

感謝の気持ちを忘れずに… 

ジュンペイ 

精一杯がんばる 

タカ 

薬物使わない日々を延
ばしていく 

ワン 

刑務所で 8 ㎏、帰ってから 4 ㎏、現在 79 ㎏も太っ
てしまった。目指せ 70 ㎏ 

おっちゃん 

不完全燃焼 

キング 

将来の自分のために
投資する 

ユジン 

一年堪える 

イノちゃん 

辛抱する 

マーキー 
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この度も様々な助成金を受け事業を展開させ
ていただきました!心より感謝申し上げます。

・兵庫県共同募金会 令
和 7 年度ＮＨＫ歳末た
すけあい助成   

事業名:依存症者を支える年越し
地域交流事業～ 

・兵庫県 令和 7 年度 依存症に関
する自助グループ等活動支援事業
補助金                 
播磨地域の依存症者のミーティング
開催、家族相談会、啓発活動（パ
ンフレット作成、ニュースレター発行、
面会活動等） 

公益財団法人キリン福祉財団  様          
令和 7 年度「キリン･地域のちから応援事業」 助成 

事業名:ネイチャーリカバリー～自然の力で重複障がい者及び触
法障がい者の心と体を癒すプログラム～（7 年度２回実施） 
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電話相談 来所による面談 メール相談 

相談の内容に関しての秘密は厳守します 

 

逮捕・勾留中の方々への支援 

刑務所・拘置所・留置所への面会、手紙などによる逮捕者及び保釈中
の方への裁判での情状証人出廷や、刑務所出所者への薬物からの回
復を希望する方の引受人としての指導対応や、出所前面談など、他機
関と連携しながら対応しています。また、資料請求などもご連絡いただけ
れば対応いたします。 

☀月曜～土曜 10:00～17:00 

📞06-7410-4057 
メールは２４時間いつでも OK。           
📩 hanshin.darc@gmail.com 

 
阪神ダルク広報誌                    

「阪神ダルク GOOD DAY NEWS」  
年間購読のお願い 

 この広報誌「阪神ダルク GOOD DAY NEWS」の年間購読のお願い
です。障害者低料第三種郵便物の取得が遅れており、皆様を
お待たせしてしまいましたが、漸く第三種郵便の取得ができまし
た。年間購読費は年６回発行で 3000 円になります。お申し込
みは FAX、電話、メール、または同封の振込用紙にてお願いいた
します。お申し込みの際は「住所・氏名・電話番号」を必ず明記く
ださい。 

※ 配布用に、当ニューズレターを置いていただける場合はご連

絡ください。たくさんの方に読んでいただけるように希望数を郵

送いたします。助けが必要な時、手を伸ばせばいつでも回復

の希望が届くようぜひ、まだ苦しむ依存症者の助けとなるよう

にご協力ください。 

支援会員のお願い 

阪神ダルクでは、支援会員として、活動を支えてくれる方を募集
しています。 

兵庫県の薬物依存症者を助ける活動をご支援ください。 

個人会員は１口 3000 円（ニューズレター定期購読料を含
む）からになります。刑務所内の方々との文通による支援のため

の切手代などに使わせていただきます。 
ご連絡をお待ちしています。 

領収書希望の方は一言ご記載ください 

阪神ダルク  

TEL／FAX: 06-7410-4057                                 
e-mail: hanshin.darc@gmail.com 
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阪神ダルクへのご献金・ご献品のご支援、心から感謝いたします。 

開設から今日までをたくさんの方々に支えられてきたおかげで、仲間一同、回復のプログラムに取
り組むことができています。心より感謝いたします。これからも暖かく見守ってください。 

ご献金 

河合 正春 様 あじさい税理士法人 様 浜津 悦子 様 カトリック仁川教会 様 川西 悦子 様  
山中 登喜子 様 りんどう法律事務所 弁護士 西木 秀和 様 フロムビー合同会社 様 他匿名 9 名 

 
ご献品 

ヨーガ療法士一同 様 尼崎社会福祉協議会 フードバンク関西 様 他匿名５名            
（令和 7 年 12 月 17 日～令和 8 年 3 月 22 日 到着分・順不同 ） 

 

仲間の回復の為に大切に使わせていただきます。心より感謝いたします。 

 ☆かえでの会阪神ダルクの活動をお支えください☆ 

ご寄付やご献品のお願い 

皆さまからのご支援に、心より感謝いたします。阪神ダルクが開設して 3 年目に入りました。引き続

き、ご寄付及び、ご家庭で余っている日用品の献品をお待ちしています。依存症者の回復の灯が消えないようにしたいと考

えていますので、何卒ご支援のほどよろしくお願いします。 ご家庭で余っている食料品（米、野菜、乾物、味噌、醤油な

ど）から、洗濯洗剤やシャンプー、石鹸などがございましたら、阪神ダルクまでご献品ください。 どうぞよろしくお願いいたしま

す。                                                                                                    

※匿名希望の方はお申し付けください。※領収書をご希望の方はお申し付けください。  

ご寄付振込先口座  ゆうちょ銀行                                         
口座番号 ００９６０­６­２１３６６５                                                   

口座名 シヤ） カエデノカイ                                                         
店番 〇九九 店（０９９）口座番号 0213665 

もしくは 

ＧＭＯあおぞらネット銀行（金融機関コード:0310） 
支店名:法人第二営業部（支店コード:102） 

普通口座:1311090 
名 義: 一般社団法人かえでの会 

献品の送り先住所                                                         
660-0858 兵庫県尼崎市築地５丁目７－１３                                      

一般社団法人 かえでの会 阪神ダルク 

【編集後記】 いよいよお花見の季節が近づいてきました。 
母国も四季で気候が変化しますが日本のように移り変わる花や木々を観賞して

四季を楽しむ風習がありません。5 月末には白く可憐なりんごの花が咲いて、眺

めながらりんご並木を散歩している人を見かけます。しかし、日本のようにブルー

シートを敷き、大勢で酒や弁当を片手に花を楽しもうとしたら周りから冷たい目で

見られます。母国は屋外での飲酒が原則禁止なのでたちまち警察も呼ばれてし

まうでしょう。そんな日本特有のお花見文化は今では楽しみの一つです。桜はも

ちろん、桜の次に巡りたい花絶景スポットがたくさんあります。どれも開花期間が

短いため、年度末の忙しさに紛れて毎年うっかり見逃しています。去年は念願の

藤見にようやく成功しました。(家の近くにありました笑)今年は赤のキリシマツツジ

を狙っています。     スタッフ K.H 

阪神ダルク ニューズレター  阪神ダルク GOOD DAY NEWS Vol.11 

編集人 一般社団法人 かえでの会 濱津 太一 

印刷 プリントパック 

〒660-0858 兵庫県尼崎市築地５丁目７－１３ 

TEL ／FAX:06-7410-4057  

e-mail :hanshin.darc@gmail.com 

URL:https://kaedenokai.org/ 

価格 １部 100 円 年会費 3000 円 

（購読料は年会費に入ります） 

発行人 関西障害者定期刊行物協会 
〒543-0015 大阪市天王寺区真田山町 2-2 東興ビル４階 
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